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わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
高
知
市
は
、
太
平
洋
に
開
か
れ
た

豊
穣
の
地
に
あ
り
、
豊
か
な
自
然
と
長
い
歴
史
の
中
で
培

わ
れ
た
、
明
る
く
闊
達
で
慣
習
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
自
由

と
創
造
の
精
神
に
満
ち
た
土
佐
の
風
土
の
中
で
発
展
を
続

け
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
ち
を
未
来
に
向
か
っ
て
持
続
的
に
発
展
さ
せ
、

次
世
代
へ
と
伝
え
て
い
く
た
め
に
、森
に
発
し
、里
を
経
て
、

海
へ
と
通
じ
る
清
流
を
は
じ
め
と
す
る
豊
か
な
自
然
と
そ

こ
に
住
む
人
々
が
共
生
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
ま
ち
の
発
展

が
調
和
す
る
、「
環
境
」
を
基
軸
と
し
た
新
し
い
共
生
文
化

を
自
由
な
精
神
を
持
っ
て
創
造
す
る
都
市
を
め
ざ
し
、

を
将
来
の
都
市
像
と
定
め
、
明
る
さ
と
に
ぎ
わ
い
に
満
ち

た
元
気
あ
ふ
れ
る
高
知
市
を
築
き
上
げ
ま
す
。
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　地域の産業の特色や機能、 優れた地域の資源を最
大限に活かしながら、 地方中核都市として広域の需
要を担い、 人や物が活発に交流する活力ある産業活
動を実現するために、県域全体の発展に貢献する「地
産の環 」を構築します。

地
産
の
環

04

　中山間地域、 田園地域、 都市部それぞれの地域が
その特性を活かしながら発展し、 各地域で人々が安
心して心豊かに生活できるように、 自然と人とまち
とが調和する、 地方中核都市ならではの安全で快適
な都市空間を創出する「まちの環 」を形成します。

ま
ち
の
環

05

　地域が将来にわたって持続的に発展できるよう
に、 県域における連携 ･交流をリードするととも
に、 健全な行財政運営の下で市民ニーズに的確に
対応した独自の自治を進める「自立の環 」を確立
します。

自
立
の
環

06

　自然と人とまちのそれぞれが調和し共生する地域
社会を創造していくために、 自然を理解し保全する
とともに、 人と人とが平和で互いに尊重しあい協力
しあう、「共生の環」を創造します。

共
生
の
環

01

　誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすことが
できる地域社会を構築するために、 地域社会全体
で人と人とが互いに支えあう「安心の環」を充実し
ます。

安
心
の
環

02

　次代を担う子どもた
ちが健やかに育ち、 す
べての人々が生涯を通
じていきいきと学び楽
しみながら向上してい
けるように、 子育てへ
の 支 援 や 教 育 を 充 実
し、文化を振興する 「育
みの環」を展開します。

育みの環
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